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ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
故
郷
を
た
ず
ね
て

～
デ
ン
マ
ー
ク
へ
訪
問
団
を
派
遣
～

　

７
月
２
日（
日
）〜
９
日（
日
）に
、海
の
勇
者
と
し

て
知
ら
れ
る
ヨ
ハ
ネ
ス・ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
生
ま
れ

故
郷
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
へ
訪
問
団
が
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
没
後
60
周
年
お
よ

び
日
本
と
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
国
交
樹
立
１
５
０
周

年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、日
高
町
か
ら
は

松
本
秀
司
町
長
、玉
井
幸
吉
教
育
長
、清
水
正
巳
町

議
会
議
長
が
訪
れ
た
ほ
か
、下
宏
和
歌
山
県
副
知

事
、森
下
誠
史
美
浜
町
長
ら
が
訪
問
。

　

ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
お
墓
に
献
花
し
た
後
、顕
彰

記
念
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
バ
ン
グ
ス
ボ
ー
博

物
館
や
、同
機
関
長
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
家
な
ど

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
日
高
高
校
の
姉
妹
校
で
あ
る
フ
レ
デ
リ

ク
ス
ハ
ウ
ン
高
校
や
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
な
ど
を
訪
れ

デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
人
々
と
交
流
を
深
め
、フ
レ
デ
リ

ク
ス
ハ
ウ
ン
市
と
友
好
交
流
提
携
の
覚
書
を
締
結
。ク

ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
遺
徳
に
つ
い
て
後
世
ま
で
語
り
継

ぎ
、日
高
町
と
フ
レ
デ
リ
ク
スハ
ウ
ン
市
の
間
の
友
情
と

尊
敬
を
更
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
肖
像

（
写
真
提
供・東
京
都
武
市
斌
臣
氏
）

ヨ
ハ
ネ
ス・ク
ヌ
ッ
セ
ン機

関
長

　

昭
和
32
年
２
月
10
日
夜
、日
ノ

御
埼
沖
合
い
を
航
行
中
の
デ
ン
マ
ー

ク
船
エ
レ
ン
マ
ー
ス
ク
号
が
、大
荒
れ

の
海
上
で
炎
上
し
て
い
る
徳
島
県
の

「
高
砂
丸
」を
発
見
。乗
組
員
の
救

助
に
当
た
っ
た
際
に
、海
中
に
転
落
し

た
日
本
人
船
員
を
助
け
よ
う
と
、ク

ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
は
自
ら
の
命
を
か

え
り
み
ず
激
浪
に
飛
び
込
ん
で
いっ

た
が
、つ
い
に
は
力
尽
き
て
波
間
に
消

え
て
し
ま
っ
た
。

　

翌
日
、田
杭
海
岸
に
同
氏
の
遺
体

と
救
命
艇
が
流
れ
着
い
た
。こ
と
の

次
第
を
聞
い
た
田
杭
地
区
の
人
た
ち

が
、あ
ま
り
に
も
勇
敢
な
ク
ヌ
ッ
セ
ン

機
関
長
の
行
動
に
感
動
を
受
け
、せ

め
て
彼
の
魂
を
弔
い
た
い
と
、供
養
塔

を
建
て
、住
民
が
交
互
に
献
花
。清

掃
を
し
て
、絶
や
す
こ
と
な
く
慰
霊

の
気
持
ち
を
捧
げ
続
け
て
い
る
。

　

ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
命
日
で
あ
る

２
月
10
日
に
は
、毎
年
慰
霊
の
献
花

式
が
行
わ
れ
、殉
難
60
周
年
で
あ
る

今
年
は
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
か
ら
メ
テ・

ボ
ク
文
化
大
臣
夫
妻
、フ
レ
デ
ィ・ス

ヴ
ェ
イ
ネ
駐
日
大
使
ら
も
献
花
に
訪

れ
た
。
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フレデリクスハウン市と友好提携の覚書を締結
左から松本町長、ビアギッテ・スティンバック・ハンセン市長（フレデリクスハウン市）、

森下誠史町長（美浜町）、下宏副知事（和歌山県）

デ
ン
マ
ー
ク
訪
問
を
終
え
て

松
本
町
長

　
「
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、フ
レ
デ
リ
ク
ス
ハ
ウ
ン
市
と
友
好

提
携
の
覚
書
を
交
わ
せ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

マ
ー
ス
ク・エ
ア
ラ
イ
ン
社（
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
が
所
属
し
て
い

た
会
社
）を
訪
問
し
た
際
に
、同
社
の
副
代
表
よ
り
、「
田
杭

の
皆
様
へ
尊
敬
の
念
を
持
っ
て
、お
礼
申
し
上
げ
ま
す
」と
い

う
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。荒
れ
狂
う
海
の
怖
さ
を
知
り
な

が
ら
も
、日
本
人
船
員
を
救
う
為
に
命
を
懸
け
た
ク
ヌ
ッ
セ
ン

機
関
長
。そ
し
て
、同
じ
海
に
生
き
る
者
と
し
て
、ク
ヌ
ッ
セ
ン

機
関
長
の
勇
気
を
讃
え
語
り
継
い
で
き
た
田
杭
の
方
々
へ
、私

も
深
く
感
謝
と
尊
敬
を
表
し
、日
高
町
と
フ
レ
デ
リ
ク
ス
ハ
ウ

ン
市
の
絆
が
末
永
く
続
く
よ
う
、後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」

清
水
議
会
議
長

　
「
日
本
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
友
好
条
約
が
締
結
さ
れ
て
か
ら

１
５
０
年
、ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
生
誕
１
０
０
年
殉
職
60
年

と
い
う
こ
の
年
に
、機
関
長
の
ふ
る
さ
と
フ
レ
デ
リ
ク
ス
ハ
ウ
ン

市
を
訪
問
し
、お
墓
参
り
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
意
義
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
日
の
友
好
関
係
が
末
永
く
続
き
、

ま
た
フ
レ
デ
リ
ク
ス
ハ
ウ
ン
高
校
と
の
国
際
交
流
が
更
に
発
展

し
、次
世
代
に
繋
が
って
い
く
こ
と
を
願
って
い
ま
す
。」

玉
井
教
育
長

　
「
デ
ン
マ
ー
ク
の
皆
様
は
、思
い
や
り
に
満
ち
た
と
て
も
素
晴

ら
し
い
方
々
で
し
た
。絆
を
結
ん
で
く
れ
た
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関

長
に
深
く
感
謝
し
、子
ど
も
達
に
も
語
り
継
い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。ま
た
、デ
ン
マ
ー
ク
と
の
交
流
を
通
じ
て
、日
高
町

の
子
ど
も
達
が
世
界
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
を
掴
ん
で
く

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。」
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 ７月22日（土）、志賀保育所（岩橋かをる所長）で
夕涼み会が開かれました。
 保護者のみなさんが沢山のお店を出してくれて、
園児たちは夏のお祭りを満喫しました！

夕涼み会

海に！ 空に！ お祭りに！

日高町の夏は楽しいイベントが盛りだくさん

子どもたちは今年も夏休みを遊びつくしました！

磯観察会

星空観測会

海
で
宝
探
し

 ７月28日（金）、比井小学校（玉置雅已
校長）で星空観測会が開かれ、夏の夜空
を望遠鏡で勉強しました。

　７月９日（日）、産湯海水浴場の海開きイベントで宝探しを行いました。
　みんなで砂浜から宝を探して、景品と交換してもらいました。

 

７
月
24
日（
月
）、田
杭
の
海
岸
で
磯
観
察
を

開
催
し
ま
し
た
。初
め
て
見
る
海
の
生
き
物
に

驚
き
な
が
ら
、張
り
切
っ
て
観
察
し
ま
し
た
！
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７
月
24
日（
月
）、田
杭
の
海
岸
で
磯
観
察
を

開
催
し
ま
し
た
。初
め
て
見
る
海
の
生
き
物
に

驚
き
な
が
ら
、張
り
切
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て
観
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し
ま
し
た
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夏季総体軟式野球
近畿大会出場

全
関
西
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

交
歓
大
会
出
場

全
関
西
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

交
歓
大
会
出
場

由良・日高チーム

日高ミニバスケットボールクラブ

練習してきた事を、精一杯出し切ります！

自分たちのバスケで優勝目指します！
中学硬式野球

西日本選手権大会出場
中学硬式野球

西日本選手権大会出場

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
全
国
出
場

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
全
国
出
場

由
良
ア
タ
�
カ
�
ズ

石
方
開
城
く
ん
︵
右
︶

中
馬
劉
備
く
ん
︵
左
︶

紀
州
由
良
シ
ニ
ア

芝

　綾
志
く
ん
︵
右
︶

土
塀
一
輝
く
ん
︵
左
︶

本気で遊んで、本気で練習するのが日高流！

スポーツで更なる高みを目指す子どもたちが、

アツい夏を過ごしました！

しっかり声を出して、精一杯頑張ります！

頑
張
っ
て
活
躍
し
て
、一つ
で
も

多
く
勝
ち
た
い
で
す
！
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中学硬式野球
西日本選手権大会出場

中学硬式野球
西日本選手権大会出場

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
全
国
出
場

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
全
国
出
場

由
良
ア
タ
�
カ
�
ズ

石
方
開
城
く
ん
︵
右
︶

中
馬
劉
備
く
ん
︵
左
︶

紀
州
由
良
シ
ニ
ア

芝

　綾
志
く
ん
︵
右
︶

土
塀
一
輝
く
ん
︵
左
︶

本気で遊んで、本気で練習するのが日高流！

スポーツで更なる高みを目指す子どもたちが、

アツい夏を過ごしました！

しっかり声を出して、精一杯頑張ります！

頑
張
っ
て
活
躍
し
て
、一つ
で
も

多
く
勝
ち
た
い
で
す
！
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　７月23日（日）、農改センターでソフトバレーボール大会が開か
れ、町内のチームがトーナメント戦で優勝を競いました！

ソフトバレー大会

優
勝

荊
木
Ａ
チ
�
ム

準
優
勝

比
井
﨑
ク
ラ
ブ

グラウンドゴルフ大会

優　勝　田中　薫さん

準優勝　笠野拓士さん

３　位　仲田忠芳さん

優　勝　仲田美智子さん

準優勝　西本ミネ子さん

３　位　塩路　　操さん

大人だって夏を楽しんじゃいます！

日高町主催のスポーツ大会で、

みなさん夏に負けない熱戦を繰り広げました！

　７月27日（木）、若もの広場でグラウンドゴルフ大
会を開催！天候にも恵まれ、みなさんさわやかな汗を
流しました。
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　７月18日（火）、日高高等学校附属中学校（池
田尚弘校長）の生徒３人が役場を訪れ、防災に
ついて勉強しました。
　学園祭で発表するために、防災について学び
にきた生徒たちは、日高町の防災計画や災害に
ついて勉強した後、実際に地図を見ながら避難
ルートを確認。
　最後に津波のメカニズムをDVDで見せても
らうと、「身近に災害は起こるんだと思いまし
た」「津波について知りませんでした。改めて勉
強して、しっかり発表したいです」と、勉強に
なったと話してくれました。

　「わかやま夏の交通安全運動」実施期間中の７月
11日（火）、志賀小学校前の県道において日高町交
通指導員会（北垣順一会長）が御坊警察署の協力のも
と、啓発活動を実施しました。

　この日は、指導員10名のほか松本町長、尾㟢副町
長も参加。「子どもと高齢者の交通事故防止」「歩行
中・自転車乗用中の交通事故防止」「飲酒運転の根絶」
などを重点項目に掲げ、通勤中のドライバーらに安
全運転と事故防止を呼び掛けました。

　

７
月
21
日（
金
）、昨
年
12
月
を
も
っ
て
池
田
区

長
を
退
任
さ
れ
た
玉
井
博
和
さ
ん
に
、日
高
町
長

か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

玉
井
さ
ん
は
、平
成
19
年
１
月
に
区
長
に
就
任

さ
れ
る
と
、県
道
の
拡
幅
や
砂
防
工
事
の
実
施
な

ど
に
尽
力
。地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

振
興
局
長
よ
り
知
事
感
謝
状
も
贈
ら
れ
た
玉
井

さ
ん
は
、「
色
々
と
苦
労
も
多
か
っ
た
が
、区
長
と

し
て
区
民
の
為
に
働
く
の
は
当
然
だ
と
思
っ
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
発
展
に
尽
力

ー
玉
井
さ
ん（
池
田
）に
感
謝
状
ー

防災について学ぼう！
ー附属中学校・防災研修ー

交通安全を呼び掛け
ーわかやま夏の交通安全運動ー
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９
月
19
日（
火
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同
相

談
所
を
、日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会
会

長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、人
権

擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員
の
方
々

で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）ま
で
。

　

平
成
29
年
７
月
よ
り
、日
高
郡
の

自
治
体
と
御
坊
市
は
共
同
で
、日
高

地
域
消
費
生
活
相
談
窓
口
と
巡
回
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。「
事
業

者
と
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
」な
ど
、「
お

か
し
い
な
」と
思
っ
た
時
は
す
ぐ
に

消
費
者
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
日
高
地
域
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

日
時
：
平
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

場
所
：
御
坊
市
役
所
一
階

　

☎
２
３
・
５
５
３
１

●
巡
回
相
談
窓
口（
日
高
町
）

　

日
時
：
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

　
　
　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

場
所
：
日
高
町
役
場
一
階

　

☎
６
３
・
３
８
０
０（

住
民
福
祉
課
） 　

日
高
町
で
は
、敬
老
の
日
を
お
祝

い
し
て
、70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

な
さ
ま
を
ご
招
待
し
、９
月
28
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
よ
り
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、敬
老

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

敬
老
会
式
典
で
は
、長
年
老
人
福

祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
、町
長
よ

り
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。式

典
後
に
は
、歌
謡
シ
ョ
ー
と
も
の
ま

ね
シ
ョ
ー
を
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
送
迎
バ
ス
を
運
行
い
た
し

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、一
般
の
み
な
さ
ま
も
入
場

で
き
ま
す
が
、お
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談

所
開
設
の
お
知
ら
せ

日
高
消
費
生
活
相
談
窓
口
・

巡
回
相
談
窓
口

開
設
の
お
知
ら
せ

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！

―
９
月
28
日（
木
）敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
―

住民福祉課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

演
目
・
出
演
者
（
敬
称
略
）

○
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
　
石
原
詢
子
（
上
）

○
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
　
君
島
　
遼
（
左
下
）
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全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
害
者
の

  

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
実
施

◦
期
間

　

９
月
４
日（
月
）
～
10
日（
日
）

◦
時
間
　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

※
土
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

◦
相
談
方
法

　

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

　

に
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
（�

Ｐ
Ｈ
Ｓ
お
よ
び
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話

か
ら
は
ご
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）

◦
相
談
内
容

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
関
す
る
人
権

　

何
で
も
相
談

　

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。法
務
局
職
員
ま
た
は
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、日
頃
の
悩
み
事
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
和
歌
山
地
方
法
務
局
・

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

（
☎
０
７
３
・
４
２
２･

５
１
３
１
）

ま
で
。

　生活支援サポート事業として、高齢者の日常生活におけるちょっとした困り事を引き受け、生活
の質的向上を図るための短時間サービス（有償ボランティア 500円/30分）を展開します。
　また、これらのサービスは、会員が現役時代の経験を活かし、健康維持やボランティアを意識し
て熱意をもって就業します。

１）作業条件
 ◯原則として移動を含め1時間以内で完了する作業とします。
 　※ワンコイン（500円）で30分以内の作業をお引き受けします。
 　　30～60分以内の場合は２コイン（1,000円）になりますのでご注意ください。
 ◯回数制限は、一人当たり4回/月迄とします。
 ◯日高町に在住するおおむね70歳以上の世帯及び65歳以上一人暮らしの方が対象です。
 ◯材料費は依頼者がご負担をお願いします。
２）作業手順
　　①　お申し込みは電話で　→　仕事の内容をお聞かせください。
　　②　仕事の連絡調整　→　仕事の内容・条件・作業担当者などを話し合います。
　　③　仕事の実施・完了　→　シルバー会員が仕事を行います。（会員証の提示）
　　④　お支払い　→　依頼者が作業完了確認後、会員がその場で集金し領収します。
　　　　　　　　　　　　(領収証を発行いたします)
３）作業内容

４）お問い合わせ・お申し込み先
　　日高町シルバー人材センター（☎７０・０３８５）

日高町シルバーワンコインお助けサービス

ワンコイン作業内容

●植木の水やり
●診察券の投函
●本の返却
●散歩の付添
●布団干し取込み
●窓ふき
●季節用品の入替え
●家電利用支援
●家具の組立・修理
●子どもの送り迎え・見守り

●ゴミ出し
●家具の移動
●室内の清掃
●クリーニング店への持込み
●扉の調整
●換気扇の清掃
●話し相手
●買物代行
●病院・散歩の付添
●パソコンの使い方
●庭の清掃

●整理・散水
●蛍光灯、電球の交換
●エアコンフィルターの清掃
●洗たく干し取込み
●蛇口のパッキン取替え
●手紙の代筆・代読
●自転車のパンク修理・手入れ
●衣類整理
●その他組み合わせた複数の作業
※その他、上記以外の仕事については
　ご相談ください。
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野
焼
き
は
法
律
で

 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

て
、煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
の

焼
却
で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ

に
入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利
用
し
た
も
の
や
、法

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼
却

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め
ら

れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、焼
却

量
や
時
間
帯
、風

向
き
な
ど
を
考
慮

し
ま
し
ょ
う
。

　町では、高齢者の方が元気に安心して、買い物や通院などをしていただけるよう、
バス・タクシー利用料金の一部を助成しています。是非ご利用ください。

助成額および有効期限
　①お一人につき、1冊目は年間1万2000円分を助成券で交付します。
　② 2冊目は同様のものを、1万円で販売します。
　  ※助成券はお一人につき、最大２冊まで
　③利用者証および助成券の有効期限は、交付した日から
　　平成30年3月末までです。

対象者
　●町内に住民登録を有する75歳以上の方（昭和18年4月1日以前に生まれた方）
　　※（注）・日高町福祉タクシー券助成事業の助成を受けている場合は、重複して

利用することはできません。

ご利用方法
　①�利用されるご本人が、利用料金のお支払いの際に「利用者証」

を乗務員に提示のうえ、助成券をお渡しください。
　②利用できるバス、タクシーは、下表の事業者です。

御坊第一交通 ☎63・2002 愛あいケアタクシー ☎20・1090
川上タクシー ☎24・0200 印南交通 ☎42・0105
中紀河南タクシー ☎24・1001

南部タクシー ☎0739・
　72・2133港タクシー ☎65・3100

介護タクシーふくしん ☎20・5272

御坊南海バス ☎22・1020 中紀バス ☎65・2222

■タクシー会社

■バス会社

75歳以上の方の
　お出かけを応援します

高齢者
外出支援事業
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　この10年で、70歳以上の高齢者数は1.3倍に、国民医療費も1.3倍になりました。
　団塊世代が全員75歳以上になる2025年には、国民医療費の総額は61.8兆円にもなる見込
みです。
　国民皆保険を将来にわたって守り続けるため、平成30年４月から、これまでの市町村に加
え、都道府県も国民健康保険制度を担うことになりました。

〈見直しの背景〉
　国民健康保険制度は、日本の国民皆保険の基盤となる仕組ですが、「年齢構成が高く医療費
水準が高い」「所得水準が低く保険料の負担が重い」「財政運営が不安定になるリスクの高い
小規模保険者が多く、財政赤字の保険者も多く存在する」という構造的な課題を抱えていま
した。

〈見直しの柱〉
◦国の責任として約3,400億円の追加的な財政支
援（公費拡充）を行います。
◦都道府県と市町村がともに国民健康保険の保険
者となり、それぞれの役割を担います。

〈見直しによる主な変更点〉
　平成30年度から、都道府県も国民健康保険の保
険者となります。（資格や保険料の賦課・徴収等の
身近な窓口は、引き続きお住まいの市町村です。）
　平成30年度以降の一斉更新から、新しい被保険
者証等には、居住地の都道府県名が表記されるよう
になります。

〈都道府県と市町村の役割分担〉

健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

平成30年４月から
国民健康保険制度が
変わります
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〈国民健康保険制度の見直しによる効果〉

■効果①　都道府県内での保険料負担の公平な支え合い

◦都道府県内で保険料負担を公平に支え合うため、都道府県
が市町村ごとの医療費水準や所得水準に応じた国保事業費
納付金（保険料負担）の額を決定し、保険給付に必要な費用
を全額、保険給付費等交付金として市町村に対して支払い
ます。これにより、市町村の財政は従来と比べて大きく安定
します。

◦都道府県は、市町村ごとの標準保険料率を提示（標準的な住民負担の見える化）し、市町村
間で比較できるようになります。

◦市町村はこれまで個別に給付費を推計し、保険料負担額を決定してきましたが、今後は都
道府県に納付金を納めるため、都道府県の示す標準保険料率等を参考に、それぞれの保険
料算定方式や予定収納率に基づき、それぞれの保険料率を定め、保険料を賦課・徴収しま
す。

■効果②　サービスの拡充と保険者機能の強化

◦都道府県は、安定的な財政運営や効率的な事業運営の確保
のため、市町村との協議に基づき、都道府県内の統一的な運
営方針としての国民健康保険運営方針を定め、市町村が担
う事務の効率化、標準化、広域化を推進していきます。

◦広域化により、平成30年度から、同一都道府県内で他の市
町村に引っ越した場合でも、引っ越し前と同じ世帯である
ことが認められるときは、高額療養費の上限額支払い回数
のカウントが通算され、経済的な負担が軽減されます。

◦今後、市町村は、より積極的に被保険者の予防・健康づくりを進めるために様々な働きか
けを行い、地域づくり・まちづくりの担い手として、関係者と連携・協力した取組を進め
ます。

国民健康保険は、国民皆保険の最後の砦です。 
持続可能な社会保障制度の確立を図るため、

平成30年度からの制度見直しにご理解、ご協力をお願いいたします。
お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）
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犬
を
飼
わ
れ
て
い
る

み
な
さ
ま
へ

　

自
分
の
犬
と
他
の
人
、他
の
犬
な

ど
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、快
適
な

居
住
環
境
を
維
持
・
向
上
し
て
い
く

た
め
に
、犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
ふ
ん
尿
の
処
理

　

散
歩
の
と
き
は
必
ず
処
理
袋
を
携

行
し
、ふ
ん
は
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て

処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

場
所
に
よ
っ
て
は
排
尿
の
跡
を
水

で
洗
い
流
す
な
ど
の
配
慮
も
必
要
で

す
。�

　

日
ご
ろ
か
ら
、自
宅
で
排
泄
を
済

ま
せ
て
か
ら
散
歩
に
行
く
よ
う
な
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
ノ
ー
リ
ー
ド
で
遊
ば
せ
な
い

　

散
歩
時
だ
け
で
な
く
、公
園
な
ど

に
お
い
て
も
必
ず
犬
に
リ
ー
ド（
綱

や
鎖
）を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

放
し
飼
い
は
原
則
禁
止
と
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、犬
が
交
通
事
故

に
あ
っ
た
り
、人
に
危
害
を
及
ぼ
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

散
歩
中
の
他
の
犬
に
対
し
て
危
害

を
及
ぼ
す
、犬
同
士
の
ケ
ン
カ
を
止

め
に
入
っ
た
飼
い
主
を
咬
ん
で
し
ま

う
、子
供
に
対
し
て
じ
ゃ
れ
て
ケ
ガ

を
負
わ
す
な
ど
の
事
故
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

■
首
輪
等
に
身
元
の
確
認
が

　
　
　
　
　
で
き
る
も
の
を
つ
け
る

　

犬
は
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
、

火
災
な
ど
の
事
故
、外
出
・
旅
行
先

な
ど
で
飼
い
主
と
突
然
離
れ
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、迷
子
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、首
輪
の
留

め
具
が
ゆ
る
ん
だ
り
、老
朽
化
し
た

り
し
て
い
る
と
、雷
や
花
火
の
音
に

驚
き
、逃
げ
だ
し
て
迷
子
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

迷
子
に
な
っ
た
犬
は
自
分
で
家
に

帰
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
よ

う
な
と
き
に
、首
輪
に
鑑
札
・
注
射

済
票
・
迷
子
札
な
ど
を
つ
け
て
い
れ

ば
、飼
い
主
の
元
に
戻
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

室
内
犬
・
小
型
犬
も
必
ず
身
元
確

認
が
で
き
る
も
の
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

■
市
区
町
村
に
登
録
す
る

　

登
録
に
よ
っ
て
、ど
こ
の
地
域
に

何
頭
の
犬
が
い
る
か
が
わ
か
り
、狂

犬
病
が
発
生
し
た
と
き
に
、ま
ん
延

を
防
ぐ
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
す
る
と
鑑
札
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

■
鑑
札
と
注
射
済
票
を
付
け
る

　
「
鑑
札
」は
そ
の
犬
が
登
録
さ
れ
て

い
る
犬
で
あ
る
こ
と
、「
注
射
済
票
」

は
そ
の
犬
が
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

き
ち
ん
と
受
け
て
い
る
こ
と
の
証
明

に
な
り
ま
す
。

■
毎
年
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
さ
せ
る

　

犬
へ
の
予
防
注
射
に
よ
っ
て
、愛

犬
が
狂
犬
病
に
か
か
る
こ
と
を
予
防

し
、加
え
て
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

予
防
注
射
を
受
け
る
と
、町
契
約

の
動
物
病
院
で
は
、証
明
と
し
て「
注

射
済
票
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。も
し
他

の
動
物
病
院
で
接
種
し
た
場
合
は
、

獣
医
さ
ん
が
発
行
す
る
狂
犬
病
予
防

注
射
済
証
明
書
を
、健
康
推
進
課
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
違
反
し
た
場

合
、20
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
６
３･

３
８
０
１
）ま
で
。

日
高
町
の
「
鑑
札
」
と

�

「
注
射
済
票
」

●
鑑
札（
か
ん
さ
つ
）

●
注
射
済
票
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精
神
疾
患
の
た
め
通
院
し
て
治
療

を
受
け
る
場
合
、医
療
費
に
継
続
的

な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。そ
の
よ
う

な
方
々
の
た
め
に
通
院
医
療
費
の
負

担
軽
減
を
図
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
し
て
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ

る
と
、精
神
疾
患
に
関
す
る
通
院
治

療
の
う
ち
医
療
保
険
適
用
分
に
つ
い

て
、自
己
負
担
が
原
則
１
割
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。有
効
期
間
は
１
年
間
で
、

利
用
を
継
続
す
る
に
は
再
申
請
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

※
世
帯
の
所
得
や
疾
病
に
応
じ
て
、自
己

負
担
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、一

定
所
得
以
上
の
場
合
に
合
は
、対
象
外

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

通
院
に
よ
る
治
療
を
継
続
的
に
必

要
と
す
る
程
度
の
状
態
の
精
神
疾
患

（
て
ん
か
ん
を
含
む
）を
有
す
る
方

　
統
合
失
調
症
、躁
う
つ
病
・
う
つ
病
、

て
ん
か
ん
、認
知
症
等
の
脳
機
能
障

害
、薬
物
関
連
障
害（
依
存
症
等
）な
ど

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、10
月
１
日

現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、日
本
の
就
業
・
不

就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
調
査
で
あ
り
、統
計

法
に
基
づ
く
基
幹
統
計
調
査
と
し
て

国
が
実
施
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。

■
対
象
と
な
る
医
療

　

精
神
通
院
医
療
・
デ
イ
ケ
ア
・
訪

問
看
護
・
薬
代
等
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

但
し
、入
院
医
療
費
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

以
下
の
書
類
を
健
康
推
進
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

・�

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）支

給
認
定
申
請
書

・�
自
立
支
援
医
療
診
断
書（
精
神
通

院
）

・�

医
療
保
険
証（
受
診
者
お
よ
び
受

診
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
方

の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
医
療

保
険
証
）

・�

世
帯
の
所
得
状
況
が
確
認
で
き
る

書
類（
町
民
税
課
税
・
非
課
税
証

明
書
等
）

　

調
査
結
果
は
、雇
用
政
策
・
経
済

政
策
な
ど
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
を

お
願
い
す
る
世
帯（
荊
木
、高
家
、下

志
賀
、比
井
地
区
か
ら
抽
出
）に
伺
い

ま
す
の
で
、調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、ご
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

調
査
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
情
報

は
、統
計
法
に
よ
り
厳
重
に
保
護
さ

れ
ま
す
の
で
、安
心
し
て
あ
り
の
ま

ま
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、総
務
政
策
課（
☎
６
３
・

２
０
５
１
）ま
で
。

自
立
支
援
医
療
制
度

（
精
神
通
院
医
療
）

就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ
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お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
』し
か
施
工
で
き

ま
せ
ん
。指
定
業
者
の
中
か
ら
工
事

業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の
場
合

は
、貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要
と
な

り
ま
す
。指
定
工
事
店
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
・
浄
化
槽
を

使
用
中
の
み
な
さ
ま
へ

　

下
水
道（
集
落
排
水
処
理
施
設
）・

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭

で
は
、以
下
の
こ
と
に
注
意
し
て
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

台
所
で
は
、廃
油
や
野
菜
く
ず
・

�

残
飯
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に

�

し
ま
し
ょ
う

　

台
所
か
ら
食
用
油
な
ど
を
流
す

と
、油
が
固
ま
っ
て
管
が
つ
ま
る
原

因
と
な
り
、処
理
場
や
浄
化
槽
の
処

理
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。生
ゴ
ミ

な
ど
も
管
が
つ
ま
る
原
因
と
な
り
、

悪
臭
が
発
生
し
ま

す
の
で
、流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

水
洗
ト
イ
レ
に
は
、ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
物
は
流
さ
な
い

�

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、紙
お
む

つ
、生
理
用
品
、た
ば
こ
、ガ
ム
な
ど

は
水
に
溶
け
な
い
の
で
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

洗
濯
に
は
無
リ
ン
洗
剤
を

�

使
い
ま
し
ょ
う

　

洗
濯
用
洗
剤
は
無
リ
ン
の
洗
剤
を

使
用
し
、洗
剤
の
使
い
す
ぎ
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

有
リ
ン
合
成
洗
剤
に
含
ま
れ
る
有

機
リ
ン
は
、処
理
場
や
浄
化
槽
で
処

理
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、河
川

や
海
を
汚
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

有
害
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に

�

し
ま
し
ょ
う

　

ガ
ソ
リ
ン
、シ
ン
ナ
ー
、石
油
、ア

ル
コ
ー
ル
類
な
ど
、危
険
物
は
絶
対

に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。揮
発
性

の
高
い
危
険
物
を
流
す
と
、爆
発
を

起
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

お
風
呂
と
台
所
か
ら
の
排
水
が

　

流
れ
る
マ
ス
は
定
期
的
な

�

清
掃
が
必
要
で
す

　

台
所
か
ら
の
排
水
に
は
、油
分
や

野
菜
ク
ズ
を
分
離
す
る
た
め
の
分
離

マ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
風
呂
か
ら
の
排
水
に
は
、固
形

物
や
毛
髪
等
の
流
下
を
阻
止
す
る
た

め
の
目
皿
付
き
マ
ス
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

※�

目
皿
付
き
マ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご

家
庭
で
は
、浴
室
内
の
排
水
溝
の
定
期
的

な
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

   

使
用
料
の
変
更
に
つ
い
て

　

転
入
、転
出
、出
生
、死
亡
等
に
よ

り
、ご
家
族
の
人
数
に
変
更
が
あ
る

場
合
、使
用
料
の
変
更
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。ま
た
、大
学
在
学
や

施
設
入
居
等
、特
別
な
理
由
に
よ
り

住
居
を
異
に
し
て
い
る
場
合
は
免
除

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
、詳
し
く
は

上
下
水
道
課（
☎
６
３
・
３
８
０
５
）

ま
で
。
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個
人
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
て
い
る
方
へ

①
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

法
定
検
査
に
は
、浄
化
槽
使
用
開

始
後
３
か
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
５

か
月
以
内
に
１
回
実
施
す
る「
７
条

検
査
」と
、毎
年
１
回
実
施
す
る「
11

条
検
査
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
浄
化
槽
が
正
し
く
働

い
て
い
る
か
、き
れ
い
な
水
が
流
れ

て
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
、指
定

機
関
へ
の
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

※�「
７
条
検
査
」「
11
条
検
査
」は
、そ
れ
ぞ
れ
浄

化
槽
法
第
７
条
と
第
11
条
に
規
定
さ
れ
て
い

る
法
定
検
査
で
す

②
保
守
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
定
期
的
に
点
検
し
ま

し
ょ
う
。保
守
点
検
業
者
は
、日
高
町

を
営
業
範
囲
と
し
て
、和
歌
山
県
に

登
録
さ
れ
て
い
る
業
者
と
契
約
を
し

ま
し
ょ
う
。一
般
家
庭
の
場
合
は
、点

検
回
数
は
概
ね
４
か
月
に
１
回
以
上

（
年
間
３
回
以
上
）と
な
り
ま
す
。

③
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う

　

清
掃
は
日
高
町
の
許
可
業
者
と
契

約
し
て
、毎
年
１
回
以
上
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

　

浄
化
槽
は
適
正
な
維
持
管
理
を
行

わ
な
い
と
水
質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因

と
な
る
た
め
、浄
化
槽
管
理
者
に
は

法
定
検
査
、保
守
点
検
、清
掃
の
維
持

管
理
を
行
う
よ
う
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
質
の
保
全
お
よ
び
生
活
環
境
を

守
る
た
め
、浄
化
槽
の
正
し
い
維
持

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
検
査
申
込
み
機
関
】

公
益
社
団
法
人

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
０
―
８
０
３
２

和
歌
山
市
南
大
工
町
26（
環
境
会
館
）

☎�

０
７
３･

４
３
２･

６
４
３
３

HPhttp://w
akayam

a-suiho.or.jp

～
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は

 
大
丈
夫
で
す
か
？
～

　電車は、子どもから
高齢の方まで誰もが利
用しやすく、特に車を
運転しない人にとって
はなくてはならない大
切な交通手段です。
　しかし、近年道路交通網の進展により、紀勢
本線の乗降客数は年々減少しています。生活
基盤であることはもとより、地域振興や産業
振興にとっても欠かせない紀勢本線を、地域
で支えることも必要です。私たち地域の鉄道
を守るためにも、旅行などお出かけの際には、
　☆　安全性が高い
　☆　地球環境への影響が少ない
　☆　渋滞なしで時間に正確
といった利点の多い電車を、ぜひご利用ください。

【紀勢本線活性化促進協議会】

紀勢本線を利用しよう防災ひとくちメモ��vol.46
夏場は水に注意！

　夏に入り、イベントや旅
行、夏休みなど楽しい季節
になりましたが、この時期
は台風などによる水害も
多く発生しています。
　気象情報に注意し、台風や大雨が近づいてき
たら対策を行いましょう。

（対策例）
★土地が低い場合は土のうなどで浸水を防ぐ。
★�ハザードマップを確認して、自分の家の浸
水範囲や避難所を確認する。など

　また水害に限らず、夏場は海や川での事
故・水分不足による熱中症など、水に注意し
て過ごすようにしましょう。

防災ひとくちメモ��vol.48
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　御坊調停協会による最高裁委嘱調停相談会
を、以下の日程で開催します。
　トラブルの解決などでお困りの方は、是非ご
利用ください。

■ 日時 ■
平成29年９月30日（土）
午前10時～午後３時

■ 場所 ■
御坊商工会議所３階　小会議室
御坊市薗350番地の28
☎２２・１００８

■ お問い合わせ ■
御坊裁判所

☎２２・０００８

最高裁委嘱調停相談会
開催のお知らせ

消火器の耐用年数

新規購入
消火器具等 税込価格

簡易消火具（スプレー式）￥1,800

消火薬剤1.2㎏型 ￥6,500

消火薬剤3.0㎏型 ￥7,500

住宅用火災警報器 ￥4,000

詰め替え
消火器種類 税込価格

消火薬剤1.2㎏型 ￥2,000

消火薬剤1.5㎏型 ￥2,000

消火薬剤2.0㎏型 ￥2,600

消火薬剤3.0㎏型 ￥3,500

●消火器の引き取りのみ…￥1,000
※�消火薬剤型の消火器を新規購入された場合のみ、古い消火器
の引き取りが無料になります

消火器を販売するために、こちらから訪問する
ことはありません。
悪徳商法や詐欺には十分注意してください。

注
意
【連絡先】�日高町消防団事務局（☎63・2051）

日高町消防団

消火器斡旋料金一覧表

10年程度10年程度

「全国一斉! 法務局休日相談所」の開設について
法務局では、行政サービスの一環として、全国一斉に休日相談所を開設します。
相談は無料で、秘密は守られますので、お気軽にご相談にお越しください。

■開設日時� 平成29年10月１日（日）
� 午前10時から午後４時まで（受付は午前９時30分から午後３時30分まで）
■開設場所� 和歌山市二番丁３番地
� 和歌山地方法務局
■相談内容� （１）土地・建物の売買や相続、土地の分筆、建物の新築および会社の設立など

の各種登記、筆界（境界）の特定、地代・家賃などの各種供託、近隣関係や
いじめなどの人権問題については、法務局職員、司法書士、土地家屋調査
士、弁護士および人権擁護委員が相談に応じます。

� （２）遺言書の作成や任意後見契約等については公証人が相談に応じます。
■お問い合わせ� 和歌山地方法務局総務課庶務係（☎０７３・４２２・５１３２）

相談希望の方は、９月11日（月）より予約を受け付けます。
当日は予約の方を優先とさせて頂きますので、あらかじめご了承願います。
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　「よろず支援拠点」は国が全国に設置する無料の経営相談所です。県

内振興局での定期的な出張相談会に加え、皆様の街で各コーディネー

ターの経験・知見を活かした様々な講座をスタートしております。支

援機関の皆様、事業所の皆様、是非ご活用ください。

◦講座例：「チラシを自作デザインするために！知っておきたいちょっとしたコツ」
　　　　：「創業するときに役立つ資金計画＆資金調達」　など
　　　　　詳しくはホームページ「https://yorozu-wakayama.jimdo.com/出前講座/」を
　　　　　ご覧ください。
◦開催条件：参加人数3名以上（詳細はご相談ください）
◦お問い合わせ
　　　　　和歌山県よろず支援拠点（公益財団法人わかやま産業振興財団内）
　　　　　☎　：０７３・４３３・３１００
　　　　　FAX�：０７３・４３２・３３１４

和歌山県よろず支援拠点によるミニ講座のお知らせ

10月選考 ２月選考 追加選考
願 書
受 付 期 間

平成29年９月27日（水）～
１０月6日（金）

平成30年１月15日（月）～
１月24日（水）

平成30年3月1日（木）～
３月13日（火）

選 考 日 平成29年10月18日（水）
午前９時30分～

平成30年２月7日（水）
午前９時30分～

平成30年３月20日（火）
午前９時30分～

選 考 会 場 入学を希望する産業技術専門学院および東牟婁振興局
選 考 方 法 筆記試験（国語・数学）および面接
合 格
発 表 日

平成29年10月25日（水）
午後３時～

平成30年２月14日（水）
午後３時～

平成30年３月22日（木）
午後１時30分～

入 学 日 平成30年４月9日（月）

修 了 日 ２年制：平成32年３月13日（金）
１年制：平成31年３月15日（金）

和歌山産業技術専門学院
　〒６４９-６２６１
　　和歌山市小倉９０
　☎����：０７３・４７７・１２５３
　FAX：０７３・４７７・１２５４

田辺産業技術専門学院
　〒６４６-００１１
　　田辺市新庄町１７４５の２
　☎����：０７３９・２２・２２５９
　FAX：０７３９・２２・３１２３

和歌山県　労働政策課
　〒６４０-８５８５
　　和歌山市小松原通１の１
　☎����：０７３・４４１・２８０２
　FAX：０７３・４２２・５００４

産業技術専門学院は、職業能力開発促進法に基づき設置された公共職業能力開発施設です

和歌山県立産業技術専門学院
生徒募集案内

お問い合わせ
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　温泉館「海の里」みちしおの湯にて、御入浴の際スタンプ
カードをお渡しします。
　受付にて入浴１回につき１つずつ捺印してもらい、７個
たまった時点で応募券をお渡ししますので、応募箱に投函
してください。

《応募期間》
　平成29年９月１日～平成29年11月30日まで
　当選の発表は、発送をもって換えさせていただきます。
　ご応募のため、ご記入いただいた方の個人情報は、抽選・発送のみに利用し、それ以外の目
的には利用しません。
　応募用紙は、抽選終了後、全て破棄いたします。

《プレゼント内容》
・比井崎漁協干物セット（約2,000円分）	 ……………10名様
・みちしお亭　お食事券（1,000円券）	 ………………20名様
・温泉館「海の里」みちしおの湯　大人ペア入浴券	……20名様

※	現在、絵画のテーマ、何歳児の園児が展示するかは、未定
となっています。
　	決まりましたら、広報や文字放送等でお知らせします。

保育園児の絵画展示のお知らせ

みちしおの湯へ入浴して景品をゲット！

休館日のお知らせ お問い合わせは    
８月29日（火）
9月5日（火）、12日（火）、19日（火）、26日（火）
10月3日(火)

となっています。

産業建設課
☎６３･３８０６

温泉館「海の里」みちしおの湯
☎６４･２６２６

町内の保育園児が描いた絵をリラクゼーションコーナー（和室）にて展示します。
みなさまお誘い合わせのうえ、ご来館ください。

　９月9日（土）～９月24日（日）
　内原保育所の園児の作品

総勢
50名様に

当たる!
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成人と乳児に対する心肺蘇生と AEDの使用の仕方
を教えてもらいました。ほかにも乳児の気道異物
の除去方法も教えてもらい、とても勉強になりま
した。

心肺蘇生講習会�７月18日（火）

クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

※�０〜３歳の未就園児とその
　保護者の方が、対象となっています。
※月〜金
　午前��9:00 〜 12:00
　午後�13:00 〜 16:00
お問い合わせは、子育て支援センター
（☎７０･４１４０）まで。
（保健福祉総合センター内）

クエっこランド♪だより

七
夕
製
作

♪♪♪９月の行事予定♪♪♪
４日（月）〜15日（金）

　　　　　敬老の日プレゼント作り

６日（水）親子クッキング� 10:00〜

　　　　　定員10名（２歳児以上）

　　　　　〆切　１日（金）

12日（火）子育て広場� 9:30〜11:00

21日（木）お散歩� 10:30〜

22日（金）M&Me�英語で遊ぼう� 10:30〜

26日（火）おはなしの会� 10:30〜11:00

８日（金）休館
※第３金曜日　午後から休館
�（行事予定は、変更する場合があります）

七夕会で七夕劇や、手遊び、きらきら星のふ
れあい遊びをしました。みんなが飾りを付け
てくれた笹は小竹八幡さんへ奉納しました。
願い事がかないますように !

七夕会� ７月７日（金）

3 か月～ 3歳 3か月のお友だちが英語で歌を歌い、
手遊び、絵本をみて英語に親しみました♪

M&Me�英語で遊ぼう�７月21日（金）
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開室日…月曜日～土曜日
　　　　　AM8：30～PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、
　　　　　年末年始、特別整理期間
中央公民館（☎６３・３８１１）

公民館図書室だより

新着図書のご案内

　※新着図書は、一人２冊までの貸出となります　　　　

など、全部で22冊！

など、全部で21冊！

●擬薬 （鏑木　蓮）
☆デンジャラス （桐野　夏生）

●釣りにいこうよ！ （加藤　康一）
☆世界恐竜発見地図 （ヒサ　クニヒコ）

《小学校低学年の部》
●ばあばは、だいじょうぶ （いしい　つとむ）
●なにがあってもずっといっしょ （くさの　たき）
●アランの歯はでっかいぞこわーいぞ

（ジャーヴィス）
●すばこ （イ　スンウォン）

《小学校中学年の部》
●くろねこのどん （岡野　かおる子）
●空にむかってともだち宣言 （茂木　ちあき）
●耳の聞こえないメジャーリーガー

ウィリアム・ホイ（ジェズ・ツヤ）
●干したから （森枝　卓士）

《小学校高学年の部》
●チキン （いとう　みく）
●ぼくたちのリアル （戸森　しるこ）
●霧のなかの白い犬 （アン・ブース）
●転んでも、大丈夫 （臼井　二美男）

《中学校の部》
●円周率の謎を追う （鳴海　風）
●ホイッパーウィル川の伝説

（キャシー・アッペルト）
●月はぼくらの宇宙港 （佐伯　和人）

みなさんのお越しをお待ちしています!!みなさんのお越しをお待ちしています!!

一般書

児童書

新着図書のご紹介

☆デンジャラス
 （桐野　夏生）
　君臨する男。寵愛される女たち。文豪・谷崎潤
一郎が築き上げた理想の〈家族帝国〉と、そこで
繰り広げられる妖しい四角関係。
　桐野夏生が、燃えさかる作家の「業」を描く。

☆世界恐竜発見地図
 （ヒサ　クニヒコ）
　地球は恐竜だらけだった！ドイツで見つかった
アーケオブテリクス（始祖鳥）、サハリンの炭坑から
見つかったニッポノサウルスなど、１０２０頭もの恐
竜の化石の産地を紹介。
　世界化石発掘物語等も掲載。

《一般書》 《児童書》

読書感想文課題図書
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保健だより 
ひとりで悩んでいませんか？ひとりで悩んでいませんか？ひとりで悩んでいませんか？
～大切にしよう こころ いのち ～～大切にしよう こころ いのち ～

　こころの病気にかかっていても、本人がそのことに気づいていなかったり、自分の殻に閉じこもってし
まって、周囲の人への援助を求めてこないことがあります。あなた自身はもちろんのこと、周囲の人の疲
れたこころが発するSOSに早めに気づくことが大切です。

☆ストレスをためこんでいませんか？
　ストレスとは、仕事や学校生活、対人関係など心理的要因によって
受けるさまざまなプレッシャーのことをいいます。適度なストレス
はやる気や集中力を高めたり、免疫力を向上させるなどの利点があ
りますが、ストレスがいくつも重なったり長引いたりすると、こころ
や体にさまざまな悪影響をもたらします。
　あなたはストレスをため込んでいませんか？ストレスは、本人も
意識しないうちに蓄積されてしまうことがあります。早めに気づい
て適切に対処するためにも、こころや体が発するサインを見逃さな
いようにしましょう。

☆こんな症状ありませんか？

　□ちょっとしたことで気分が落ち込みやすい

　□イライラしたり、怒りっぽくなることが多くなった

　□人付き合いが面倒になり、集まりを避けるようになった

　□手のひらや首筋に汗をかきやすくなった

　□お腹の調子が悪くなり、便秘や下痢をしやすい

　□食欲がなくなったり、食べ過ぎてしまうことがある

　□めまいや耳鳴りがする

　□なかなか眠れなかったり、夜中に目が覚めてしまう



　

広報ひだか 2017.9月号27

お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）

☆ストレスと上手に付き合うために
　ギリギリまでストレスをため込むのではなく、自分に合った方法
で適度に解消しながら、心身の健康を保っていくようにしましょう。

□生活リズムを見直して、規則正しい生活をする

□たまには家族や友人とでかける等して、気分転換をする

□安眠できる環境を整えて、翌日に疲れを残さない睡眠をとる

□ゆっくりと入浴して、リラックスする

□趣味やスポーツなど、楽しんで打ち込める時間をつくる

□お酒は適量を。過度の飲酒はかえってストレスの原因に

９月10日（日）は世界自殺予防デー
自殺予防週間  ９月10日（日）～16日（土）
　9月10日の「世界自殺予防デー」から一週間は、自殺予防に関する理解を深めていただくための「自
殺予防週間」とされています。
　自殺の要因は一つではなく、社会構造・経済的要因等がからみあった複雑な問題が背景にあるとい
われています。自殺を未然に防ぐために、自分や周囲のこころの健康・いのちの大切さについて考えてみ
ませんか。

和歌山県精神保健福祉センターの相談窓口

■お問い合わせ・お申し込み
　自殺対策情報センター　はあとライン（☎０７３・４２４・１７００）
　和歌山ビッグ愛２階　和歌山県保健福祉センター内

自死で大切な人を
� 亡くした方の集い
わかちあいの会「うめの花」
対象：大切な人を自死で失った方
場所：和歌山県精神保健福祉センター
初参加の方は要申し込み
◎参加費200円
◎一時保育あり（要事前申し込み）

自死遺族相談（個別相談）
対象：大切な人を自死で失った方
場所：和歌山県精神保健福祉センター内
日時についてはお問い合わせください
◎相談料無料

薬物依存症当事者と
家族の個別相談

対象：�薬物依存症（覚醒剤、危険ドラッ
グ、処方薬など）にお悩みの方と
そのご家族

場所：和歌山県精神保健福祉センター内
◎事前に予約が必要です。
◎相談料無料
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きしゅう君

御坊警察署
高家駐在所
　　谷村 陽一

比井駐在所
　　岸田 國弘
　 23-0110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。
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　和歌山県内では、オレオレ詐欺や架空請求詐欺、還付金等詐欺
の被害が発生しています。
　これまでには、御坊警察署管内においても被害が発生しているこ
とから、警察としても犯人検挙はもちろんのこと、被害防止のために金
融機関への立ち寄り警戒や金融機関職員との連携を図っています。

●お孫さん　●警察官　●銀行職員　●役場職員
などになりすまして電話をかけてきて、嘘の話で

★ATMを操作させて現金を振り込ませる
★レターパックなどで現金を郵送させる
★直接現金で受け取りに来る

など、様 な々方法で犯人はお金をだまし取ろうとしてきます。
　一度手放してしまったお金は、ほとんど戻ってくることはありません。
高齢の方が多く被害に遭っていますので、ご家族みんなで注意してく
ださい。現金をやりとりする前には、一度家族の方に相談するなど、被
害に遭わないようにしましょう。

　最
近
、日
高
町
内
で
の
交
通
事
故
の
発
生
が
増
え
て
お

り
、そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、安
全
確
認
不
足
に
よ
る
も

の
で
す
。

　暑
い
時
期
と
な
り
、運
転
中
の
注
意
力
が
低
く
な
り
が

ち
で
す
の
で
、一
層
の
注
意
力
と
心
に
余
裕
を
持
っ
た
運

転
を
心
掛
け
て
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

不審な電話にご注意ください

自
転
車
盗
が
発
生 

！

　
暖
か
い
時
期
に
な
り
、
外
出
の
機
会
も
多
く
な
って

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
少
年
が
深
夜（
夜
10
時
以
降
）に
駅
や
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
で
た
む
ろ
す
れ
ば
、
酒
に
酔
っ
た
成
人
と

喧
嘩
に
な
る
な
ど
思
わ
ぬ
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
警
察
と
し
て
も
、
夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
中
、
少
年
ら

を
見
か
け
れ
ば
防
犯
指
導
、
少
年
補
導
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
み
な
さ
ん
も
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
夜
10
時
以
降
に
出

歩
い
て
い
る
少
年
を
見
か

け
た
ら
、
警
察
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

深
夜
の
外
出
は
控
え
て

女 性 を 狙 っ た 犯 罪 に 注 意！！
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山
百
合
短
歌
会
詠
草

こ
の
畑
に
何
を
植
え
ん
と
迷
い
つ
つ
鹿
の
食
べ
な
い
吾
の
好
物
を

鍵
本　

和
代

農
作
業　

趣
味
続
け
つ
つ
半
世
紀
背
丈
は
縮
み
隠
し
得
ぬ
老
い

仲
田
美
智
子

つ
ば
く
ら
め
親
の
気
配
に
口
を
あ
け
我
よ
我
よ
と
泣
き
叫
ぶ
雛

田
坂　

行
曠

フ
レ
ン
チ
の
エ
ス
カ
ペ
ッ
シ
ュ
は
南
蛮
漬
け
友
と
調
べ
て
笑
い
合
う
午
後米

倉
眞
佐
美

お
お
ら
か
に
育
ま
れ
た
る
青
年
は
瞳
の
澄
み
し
書
道
家
と
な
り

玉
井
か
を
る

毎
日
の
雑
事
は
お
き
て
今
日
こ
そ
は
娘
の
家
へ
と
始
発
に
乗
り
ぬ

曽
根　

邦
子

年
重
ね
怠
惰
、横
臥
に
流
れ
つ
も
起た

ち
て
鍬
打
つ
手
力
う
れ
し

那
須　

久
枝

風
わ
た
る
水
田
の
稲
の
す
が
し
さ
よ
暑
き
日
々
越
え
実
り
多
か
れ

亀
井
て
る
代

嫁
ぎ
行
く
姉
に
妹
寄
り
添
い
て
熟
寝
な
し
い
る
今
朝
の
静
け
さ

深
海
三
千
代

母
の
部
屋
久
方
ぶ
り
に
掃
除
す
る
主
待
ち
た
る
車
椅
子
寄
す

庵
戸
眞
知
子

カ
ー
テ
ン
を
颯
と
開
け
る
と
そ
こ
は
朝
仕
切
り
直
し
の
今
日
を
は
じ
め
る小

山　

和
代

亡
き
夫
の
思
い
出
す
べ
て
宝
物
残
し
く
れ
た
る
余
生
を
生
き
る

中　

て
る
み

ア
リ
の
よ
う
働
き
づ
め
に
働
い
て
ま
だ
こ
の
上
に
保
険
が
い
る
か

中
西　
　

優

皺
み
た
る
こ
の
手
力
の
あ
れ
ば
こ
そ
庭
の
車お
お
ば
こ

前
草
鷲
掴
み
引
く

奥
田　

房
子

流
れ
つ
つ
雲
夕
映
え
を
背
負
ひ
ゆ
く
会
話
無
か
り
し
日
の
吾
を
染
め

和
田　

路
子

◆説�明�会　日　程　平成29年９月18日（月）10:00～15:00
　　　　　　場　所　自衛隊御坊地域事務所
◆試験場所　和歌山市および田辺市
◆お問い合わせ

　自衛隊御坊地域事務所（御坊市湯川町小松原４１０−１　丸仁ビル１階）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　���☎２３･００２０

平成29年度�自衛官等募集案内 受験料無料！

試験項目 対象年齢 内容 願書受付

自衛官候補生 18～27歳未満の方
（高卒見込み含む）

自衛官になる一般的コース（任期制）
任期は陸２年、海・空は３年とし、選抜試験により、
曹・幹部自衛官への道も開かれています。

男子 9月27日まで

女子 9月22日まで

防衛大学校学生 18～21歳未満の方
（高卒見込み含む） 将来の幹部自衛官を養成するコース

一般（前期）
９月５日～９月29日

推薦・総合選抜
９月５日～９月7日

防衛医科大学校
看護学科学生

18～21歳未満の方
（高卒見込み含む） 看護師、保健師の幹部自衛官を養成する ９月５日～９月29日

防衛医科大学校
医学科学生

18～21歳未満の方
（高卒見込み含む） 医師である幹部自衛官を養成するコース ９月５日～９月29日



イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

●
19
日（
火
）
　13
時
〜
16
時

﹇
費
用
﹈無
料

●
12
日（
火
）

﹇
対
象
﹈乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

﹇
時
間
﹈9
時
30
分
〜
11
時

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

日

高

町

中

央

公

民

館

●
19
日（
火
）
　10
時
〜

お

は

な

し

の

会

お

は

な

し

の

会

日
高
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
28
日（
木
）
　13
時
30
分
〜

町

敬

老

会

町

敬

老

会

●
７
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
26
年
１
月
16
日
〜
２
月
28
日
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

3

歳

児

健

診

3

歳

児

健

診

●
20
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
28
年
２
月
１
日
〜
３
月
15
日
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

１
歳
６
か
月
児
健
診

１
歳
６
か
月
児
健
診

●
21
日（
木
）
　10
時
〜
11
時
30
分

﹇
内
容
﹈ス
ト
レ
ッ
チ
、初
級
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス 

等

運

動

教

室

運

動

教

室

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

発売中 !!

お財布にやさしいスマートフォンで
新生活をStart!!

（税抜）

円/月～1,7801,7801,780
ケーブルスマホに関するお問合せは

0120-222-505
（平日・土・日・祝 9：00～17：30）

ZTVのス
マートフォ

ン

お手頃価格だから始めやすい !!
国民年金基金が自営業者
などの皆様を応援します。

掛金は全額所得控除で
税金がおトク

基本は終身年金
　　 だから一生涯お受取り

今にゆとり

老後にゆとり

フリーダイヤル 0120－65－4192
〒640-8137 和歌山市吹上2丁目1番22号 和歌山県日赤会館6階

和歌山県国民年金基金

資料請求・ご相談
お問い合わせは

国 民 年 金 基 金

※気象警報等が発表されたときは、中止または延期になる場合があります。
広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。
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HDK3-098
長方形
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27 28 29 30

20 21 22 23

13 14 1615

6 7 983 4 5

24 25 26

17 18 19

10 11 12

8/27 28 29 30 31 9/1 2

暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー
日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　

2017年9月
September

※印の詳細は、右ページのインフォメーションをご覧ください。

・粗大ごみ
 （谷口・小中・高家）

・粗大ごみ
 （上志賀・久志・中志賀・
下志賀・小池）

・子育て広場※
 （ふれあいセンター）

・人権相談・行政相談・
心配ごと相談合同相
談所開設※
 （ふれあいセンター）
・おはなしの会※
 （中央公民館）

・3歳児健診※
 （対象：H26年1月16日
～2月28日生）
（ふれあいセンター）

・1歳6か月児健診※
 （対象：H28年2月1日
～3月15日生）
（ふれあいセンター）
・小型プラスチックごみ

・小型プラスチックごみ

・複雑ごみ

・特定健診、胃・大腸・胸
部・乳房・前立腺検診 
（検診センター・キタデ）
・資源ごみ

・運動教室※
 （中央公民館）

・日高町敬老会※
 （農改センター）

・資源ごみ

・国民健康保険税
 第3期分納期限
・介護保険料
 第3期分納期限
・後期高齢者医療保険料
 第2期分納期限

敬老の日 秋分の日
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町内、サークル・クラブ名鑑町内、サークル・クラブ名鑑
町内で活躍されている団体をご紹介するコーナーです。　vol.1

中学校編

TOWN information

町の人口と世帯

平成29年7月31日現在
人　口 7,935人
　男 3,830人
　女 4,105人
世帯数 3,126戸

日
高
町
民
憲
章

　

人
が
町
を
つ
く
り

　
　
　
　
町
が
ひ
と
を
つ
く
る

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す

諦めずに目標を目指します

　日高中学校陸上部では、現在33人
の生徒が活動しており、長・短距離や投
擲競技、走り幅跳びや高跳びといった
跳躍競技に分かれて、グラウンドで練
習しています。
　顧問の先生は、「生徒一人ひとりが
目標を決めて、それを諦めずに達成で
きるように指導しています。また、生徒
同士でも声を掛け合って、お互い高め
あいながら練習しています。」と話して
くれました。

陸上部
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